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美術館におけるソーシャル・インクルージョン活動
の実態と課題
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1
 「文化政策部会審議経過報告」別添 pp16-17  （http://www.bunka.go.jp/bunkashingikai/soukai/51/pdf/shiryo_2_3.pdf  2013年12月 8 日閲覧） 
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テーション庁（SRS）は、Dr. Allen H. Eatonによる視覚しょうがい者の芸術鑑賞活動の支援を行っ
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 島村ウィルコックス有香「博物館におけるソーシャル・インクルージョン（社会的包括）活動とその定義―イギリス博物館界におけるソーシャル・インクルージョンの実践とその背景を中心に―」博物館学雑誌、第
28巻、第 2 号（2003年）、同「ボランティア・プログラムと雇用にみる、イギリス博物館・美術館におけるソーシャル・インクルージョン活動」『日本ボランティア学会2004/2005年度版学会誌』（2005年）などがあるが、それらの論考はイギリスを事例に論じたものである。先行研究の詳細やソーシャル・インクルージョンの定義については別稿を用意している。とりあえず本稿では「ソーシャル・インクルージョン活動」については「ソーシャル・インクルージョン活動＝バリアフリーやしょうがい者対応」といったような短絡的な考えに結び付き易いが、ソーシャル・インクルージョンの実現のための各施策や対応を包括したものの総称と定義しておく。 
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行うように設計されていた。このギャラリーが視覚のしょうがいの有無に関わらず多くの人から評
判を得たことで、コネチカット州ハートフォードにあるWadsworth Atheneumやニューヨークの
Brooklyn Museumなど他の美術館も類似した事業を企画した3。現在はMary Duke Biddle Galleryは





















                                                                
3
 （財）日本障害者リハビリテーション協会「リハビリテーション研究」1972年 1 月、pp17-21 
4
 Mark Arnest “Art with feeling/ FAC’s Tactile Gallery takes the center stage”. Gazette, The (Colorado Springs). 
FindArticles.com. Dec21, 2001.  
 (http://findarticles.com/p/articles/mi_qn4191/is_20011221/ai_n9997650/) 
5
 高安礼士「日本のミュージアム事情について 科学博物館における学び（Ⅱ）―科学博物館は何を目指すか―」CANVAS（2010年 8 月）（http://www.canvas.ws/jp/hiroba/clm103.html） 
6
 財団法人 日本博物館協会「博物館の望ましい姿シリーズ12 誰にもやさしい博物館づくり事業 欧米における博物館のアクセンシビリティに関する報告書」（2007年 3 月）pp23-24 
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企画し、開催まで 1 年の準備期間を経て、2009年 9 月から毎月開催されている。 
 しょうがい者の芸術活動支援の動きとしては、世田谷美術館が1993年に開催した「パラレル・
ヴィジョン―20世紀美術とアウトサイダー・アート」展を契機にしょうがいのある国外作家の作















                                                                
8
 滋岡陽子「タッチ・エキシビションに関する報告」（2003年 9 月） 
 （http://salsa.sakura.ne.jp/data/html/bunko/theothers/20030926224654.html） 
9
 財団法人たんぽぽの家「アクセス・アーツ2007 障害のある人の芸術文化ガイド」2007年 
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化政策部会による「審議経過報告」（2010年 6 月 7 日）が挙げられる。「文化審議会」10 内に設置さ
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 中央省庁等の改革の中で，国語審議会，著作権審議会，文化財保護審議会，文化功労者選考審査会の機能を整理・統合して，平成13年 1 月 6 日付けで文部科学省に設置している。 
11
 文化審議会令第 6 条第 1 項（平成12年 6 月 7 日政令第281号）及び文化審議会運営規則（平成22年 2 月10日文化審議会決定）第 4 条第 1 項の規定に基づき，文化審議会に，文化の振興に関する基本的な政策の形成に係る重要事項に関し調査審議を行うため設置された。 
12
 文化庁「文化政策部会について」（http://www.bunka.go.jp/bunkashingikai/seisaku/index.html  2013年12月 8 日閲覧） 
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 水戸芸術館現代美術センター「平成21年度文化庁 美術館・歴史博物館活動基盤整備支援事業 視覚に障害がある人との鑑賞ツアー『セッション！』」2010年 3 月 
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  ・トーク・セッション（日英・手話同時通訳） 
  ・アーティストトーク（日英同時通訳） 
  ・キュレータートーク 
  ・ギャラリートーク 
 
 ●ファミリープログラム 
  ・ベビーカーツアー 
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   小さなお子さまを連れた保護者の方を対象としたツアー。 
  ・おやこでおしゃべりツアー  
   おしゃべりを始めたお子さまと、作品を見てお話しながら展示室を回るツアー。 
   お子さまの視点に立って、おやこで一緒にお楽しみいただけます。 
  ・こどもツアー  
   展覧会のことをもっと知りたい、楽しみたいという小学生のためのツアー。 
  ・シニア向けツアー  




  ・手話ツアー  
   手話と言葉で展覧会を楽しむツアー。手話をお使いにならない方も参加できます。 
  ・耳と手でみるアート  
   視覚に障害がある方を対象とした、スタッフとの対話を通して作品を楽しむツアー。 
 
 ●学校プログラム 
  ・先生のためのツアー  
   美術館のご案内とともに、展覧会を授業で活用する方法について考えます。 
  ・とびだす学校ツアー  
   学校の授業の一環として展覧会をご覧いただくツアー。 
 
 ●コミュニティプログラム 






【対象者】森美術館 パブリックプログラム担当者 2 名 
【ヒアリング内容】 
美術館におけるソーシャル・インクルージョン活動の実態と課題 
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 筆者の中村めぐみは東京都庭園美術館インターン生として2009年 6 月～2010年 3 月まで学芸業務の補助を行っていたので、この「手話ガイドツアー」を担当して行った。よって、本文におけるバリアフリー化が困難であるといった課題は、改修工事を行う以前の2010年当時の課題である。 
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 ⒝日時：2010年 3 月27日（土） 16：30～17：30（約一時間） 
 ⒞参加費：無料※入館料は身体にしょうがいのある方と御同伴者一名様まで無料。 
         （しょうがい者手帳をご提示の方のみ） 
 ⒟対象：聴覚にしょうがいのある方（原則、健常者は定員に含めない） 
 ⒠募集定員：10名（先着順・要予約） 
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 聴覚にしょうがいのある人が12名、健常者が 1 名。 
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 回答者の属性として、性別は男性 7 名（78％）、女性 2 名（22％）、年代は30代 2 名（22％）、40
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 認知媒体は、「デフニュース」という聴覚しょうがい者対象のメーリングリストで情報を得た方




























 他の美術館・博物館の来館頻度は、初めての方が 1 名（11％）、週 1 ～ 2 回の方が 2 名（22％）、
月  1 ～  2 回の方が  2 名（22％）、年  1 ～  2 回の方が  3 名（34％）、数年に  1 度という方は  1 名
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（11％）であった。来館頻度が週 1 ～ 2 回、月 1 ～ 2 回の博物館・美術館のヘビーユーザーが約半













 満足度を尋ねたところ、内容については「非常に良い」が 7 名（78％）、「良い」が 2 名（22％）、
職員対応については「非常に良い」が 7 名（77％）、「良い」が 2 名（22％）、開催日時については
「非常に良い」が 6 名（67％）、「良い」が 2 名（22％）、「普通」が 1 名（11％）、時間配分につい
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 美術鑑賞の際、どのような情報が知りたいかという質問に対しては、複数回答で「a.作家名や作
品名」5 名（17％）、「b.作品の背景」7 名（23％）、「c.作家について」4 名（13％）、「d.映像作品な
ど音の内容」6 名（20％）、「e.展覧会の見どころ」5 名（17％）、「 f.館についての情報」2 名
















の大きさ）」1 名（ 9 ％）、「b.解説の内容が難しい」1 名（ 9 ％）、「c.映像作品」3 名（28％）、「d.
順路」2 名（18％）、「e.館内アナウンス」2 名（18％）、「f.係員の対応」1 名（ 9 ％）、「g.その他」1 
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 他館での「手話ガイドツアー」に参加した経験は、あると回答した方が 6 名（67％）、ないと回
答した方が 3 名（33％）で、殆どの回答者に参加経験があることがわかった。参加した博物館・
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 このプロジェクトは 3 つの段階から成り立っており、第 1 段階では、さまざまな人たちの「こ
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 以上の第 1 段階の活動として行われた連続ワークショップ「こんな美術館あったらいいな!」は、
以下のメインユーザーと日程で計 5 回横浜市民ギャラリーあざみ野にて開催された。なお、筆者
の中村めぐみは第 1 回～第 4 回、馬場憲一は第 2 回に参加した。 
 
 第 1 回「聴覚に障がいがある人」と美術館 
  2009年11月 1 日（日）開催 
 第 2 回「歩行が困難な人」と美術館 
  2009年11月 3 日（火／祝）開催 
 第 3 回「日本語以外を母語とする人」と美術館 
  2010年 2 月 6 日（土）開催 
 第 4 回「視覚に障がいがある人」と美術館 
  2010年 2 月 7 日（日）開催 
 第 5 回「ミックスユーザー」 
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